
地質や土質等の土地གྷ件や
大ྖ生産型の大規模ྜྷ業展開や森ྜྷ開発が拡大གྷ因に

土砂災害拡大の原因は

「豪雨」だけに᩼ず

1

土砂災害ầ発生ẴỦᾂếỉ要因
ί一般論ὸ

雨ί水ὸ

前線ỉ停滞

台᫘

集中豪雨

土地

山Ὁ谷ὉầẬ

狭ẟ平野部

ờỨẪ崩ủởẴẟ地質

開発Ὁ森林伐採

斜面ỉ造成ί切ụ土Ẇ盛
ụ土ὸ

林地ỉ皆伐ở作業道
裸地ỉộộ放置
谷ễỄỉ埋Ờ立ề

雨ί水ὸᶣ 土地 ᶣ 開発Ὁ森林伐採

人為的ễ要因自然的ễ要因

自然的ễ要因Ị防ậễẟầẆ人為的ễ要因Ị対処可能

2

自然的要因

土地要因
ṞẐ真砂土ẑẐ火山灰土ẑ等ỉ脆弱土質

Ὁ土砂災害発生地ỊẐ真砂土ẑ地帯ầ多ẟ

ṟ中央構造線ὉἧỻἕἇἰἂἜ等周辺
Ὁ破砕帯等ầ多ẟ
Ὁ谷ể尾根ầ多ẟ
Ὁ流ủ盤Ẇetc

3

真砂土ί皆伐地ỉ崩壊ᾉ朝倉市ὸ
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5

中央構造線上ỆỊ古ẟ
神社等ầ多ẟ
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中央構造線近Ẫỉ山Ị尾根ầ
曲ầẾềẟỦ

7

曲ầẾẺ尾根ỉ内側Ệ林
道ử入ủỦểẆ破砕帯等
ầ多Ẫ崩壊ầ起ẨởẴẟ
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林業施業手法ở使ạ機械
ỉ違ẟỂ

土砂災害ỉ誘発Ầ防止Ầểẟạ
真反対ỉ結果ỆễỦỉỂỊᾎ
ể気付Ẫ

人為的要因
背景
ᾁ὿ᾀᾀ年紀伊半島豪雨被災地ử回ụ

9

ᾁ὿ᾀᾀ年紀伊半島豪雨災害Ể気付ẟẺ点
大規模ễ深層崩壊ầ注目ẰủẺầẆ中小規模ễ崩壊ầ皆
伐地ở林道Ὁ作業道Ể多数発生ẲềẟỦ事実Ệ着目ẇ

ộẺ一部ỉ深層崩壊ỉ起点ầ皆伐地ỂẝẾẺỉờ気Ệễ
ẾẺẇ

崩壊ở土石流ầ多発ẲềẟỦỆờẦẦỪỤẵẆ同ẳ豪雨ử
受ẬẺἫἘἻὅ自伐林家ỉ山林ỊẆ崩壊ờ被害ờỖểỮỄ
ễẪẆ何事ờễẦẾẺẦỉợạỆ泰然ểẲềẟẺẇ

調査ẴỦ中ỂẆẮỉ違ẟỊẆ単Ệ森林整備ẲềẟỦẻẬỂ
ễẪẆẐ使ẟ続ẬỤủỦ壊ủễẟ作業道ẑ敷設ỆẝỦẮểầ
判明ẲềẨẺ

ẮủỊ災害防止ỉ観点ẦỤ極Ờề重要ể判断ẲềẆẸỉ
後ỉ災害現場ẦỤẸỉ裏付Ậể整理ử実施ẲẺẇẸỉ中
間報告ỂẝỦ
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調査ẲẺ土砂災害現場
ί赤字Ị重点的Ệ調査ẲẺ個所ὸ

ᾁ὿ᾀᾂ῍ᾁ὿年ộỂỉ大量生産型ỉ間伐施業地

ί全国各地Ẇ一部重点調査ὸ

ᾁ὿ᾀᾅ年岩手岩泉豪雨災害ί岩泉町ὸ

ᾁ὿ᾀᾆ年九州北部豪雨災害ί朝倉市Ὁ東峰村Ὁ日田市ὸ

ᾁ὿ᾀᾇ年西日本豪雨災害ί智頭町Ὁ西粟倉村Ὁ᭗知県内各地ὸ

ᾁ὿ᾀᾈ年台᫘ᾀᾄ号ί千葉県内各地ὸ

ᾁ὿ᾀᾈ年台᫘ᾀᾈ号ί丸森町Ὁ茨木県北部ὸ

ᾁ὿ᾁ὿年ᾆ月豪雨災害ί球磨川流域ὸ

11

施業手法ỉ違ẟ着目
Ṽ短伐期皆伐施業ί現在ỉ主流ỉ林業ὸ

Ὁ標準伐期ᾄ὿年Ể皆伐Ὁ再造林

Ὁ生産量重視Ể大型᭗性能林業機械導入Ὁ幅広作業道

Ὁ担ẟ手ᾉ作業請負型ỉ林業事業体

Ṻ長伐期多間伐施業ί自伐型林業ὸ

Ὁ間伐間ỉ成長量ử越ảễẟ間伐生産ử繰返Ẵ

Ὁ森林固定ỉ持続的森林経営

Ὁ持続性環境性重視ỉ小型機械Ὁ小幅ί2῍2.5mὸỉ
壊ủễẟ作業道

Ὁ担ẟ手ᾉ自伐林家Ὁ自伐型林業者ί山守ὸ 12



現在ỉ主流林業ί標準伐期50年皆伐施業ὸ

13

現行林業ᾉ作業道
生産量重視ỉ大型᭗性能林業機
械導入ẴỦẺỜỉẆ幅広ỉ作業道
ầ敷設ẰủỦ

14

現行林業ᾉ間伐ί1῍2回実施ὸ
短伐期皆伐施業Ểỉ主伐前ί約40年生時ὸỉ間伐

15

現行林業ᾉ間伐ί1῍2回実施ὸ
短伐期皆伐施業Ểỉ主伐前ί約40年生時ὸỉ間伐
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現行林業ᾉ間伐ί1῍2回実施ὸ
短伐期皆伐施業Ểỉ主伐前ί約40年生時ὸỉ間伐

17

空からぢると
㸦四国地方@google 2018㸧

現行林業ᾉ皆伐ί主伐ὸ
昨今ỉ皆伐Ị作業道ử敷設Ẳề実施ẴỦ場合ầ多ẟ

18

㸦福井県㸧

現行林業ᾉ皆伐ί主伐ὸ
昨今ỉ皆伐Ị作業道ử敷設Ẳề実施ẴỦ場合ầ多ẟ

19

大型᭗性能林業機械

20



自伐型林業

㛫伐

㛫伐

㛫伐

㛫伐
㛗伐期多㛫伐施業

21

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業ί作業道ὸ

幅2.5m以下の作業㐨が㧗密な㊰⥙
として㡹丈に敷タされている。
㸦徳島県Ὁ奈Ⰻ県㸧
壊ủễẟ道ỊẐ美Ẳẟ道ẑỂờẝỦ 22

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業ί作業道ὸ

幅2.5m以下の作業㐨が㧗密な㊰⥙
として㡹丈に敷タされている。㸦
徳島県Ὁ奈Ⰻ県㸧
壊ủễẟ道ỊẐ美Ẳẟ道ẑỂờẝỦ 23

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

ⱝ㱋林㸦40
年程度のヒノキ
林㸧の㸯回目の
㛫伐㸦㧗知県㸧

24



㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業ί広葉樹ὸ

広葉樹㸦50年程
度㸧の㸯回目の
㛫伐㸦岩手県㸧

25

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

ⱝ㱋林㸦50
年程度のἋἀ
林㸧のᾁ回目の
㛫伐㸦ᯓ取県ὸ

26

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

ử㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

※多㛫伐施業㸸㸰割以下㛫伐を⧞り㏉す

3回目ỉ間伐ể

㸰トントラックに
よる搬出作業

㸦徳島県㸧
27

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

多㛫伐施業を実施
している森ί間伐5
回実施後ỉ森ὸ

㸦徳島県㸧
28



㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

生産しながら在庫㸦⵳積㔞㸧を増やす施業を実現させている森

4回の㛫伐が⧞り
㏉された1haあた
り⣙800m3の⵳積
㔞を持つ⣙80年の
森。㸦兵庫県㸧

29

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

生産しながら在庫㸦⵳積㔞㸧を増やす施業を実現させている森

ᾅ回の㛫伐が⧞り
㏉された1haあた
り⣙1,100m3の⵳
積㔞を持つ⣙80年
の森。㸦徳島県㸧

30

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

ᾀᾄ回以上ỉ㛫伐
が⧞り㏉された
1haあたり⣙
1,300m3の⵳積㔞
を持つ150年以上
の森。㸦奈Ⰻ県㸧

生産しながら在庫㸦⵳積㔞㸧を増やす施業を実現させている森 31

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

ᾁ὿回ỉ㛫伐が⧞
り㏉された1haあ
たり⣙1,500m3の
⵳積㔞を持つ150
年以上の森。㸦奈
Ⰻ県㸧

生産しながら在庫㸦⵳積㔞㸧を増やす施業を実現させている森
32



㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

林内作業㌴による搬
出㸦6m・4m・3mの
多様な材を生産して
いる㸦㧗知県㸧㸧

33

ᾁώᾄᾼỉ作業道Ểỉ

大径材ỉ搬
出

34

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

大径材ỉ搬出
㸦ᾁ὿὿年生ὸ 㸦奈良
県㸧

35

㠃積当たりの㉁㸦Ⰻ㉁材㸧と㔞を持⥆的に増大させること

を㔜どした、㛗期ど点の多㛫伐施業を実施

⮬伐型の㛫伐施業

大径材ỉ搬出
ί林内作業車ὸ

36



ễặ現行林業Ị破綻ẲẺỉẦ

昭࿪５５年

出材費
༁2万円

（間伐＋主伐：
森ྜྷ組合）

再造ྜྷ・育ྜྷ費
༁0.7万円
（森ྜྷ組合）

山ྜྷ所༙者
ཤ益༁1.3万円
（ཱི木価格）

４万円/Ὑ

売上

༁１万円

～標準伐期50年の皆伐・再造ྜྷ施業～

費༽ 売上費༽

現在
（当時の材価が４万円とした場合）

37

Ẑ50年皆伐Ὁ再造林ẑỉ手法Ị変ảẵ
Ẇ大規模化Ὁ生産性向上策Ể対処ẲẺ

山林ỉ大規模ᨼ約ὺ使用機械ỉ大型化Ὁ
᭗性能化Ể生産性ử上ậỦẆểẟạ政策

2割程度ỉ価格下落ễỤ効果ầẝẾẺầẆ
ᾀ/ᾃỉ下落ỂỊẐ焼Ậ石Ệ水ẑ状態ểễụ

赤字ử補填ẴỦẺỜỆẆ補助金ử積Ớ増Ẳỉ
連続

低材価時ỂỊẐ破綻ẲẺ林業ẑểẟảỦ

ễặ現行林業Ị破綻ẲẺỉẦ
～標準伐期50年の皆伐・再造ྜྷ施業～

38

昭࿪５５年頃

出材費
༁2万円

（間伐＋主伐：
森ྜྷ組合等）

再造ྜྷ費
༁0.7万円
（森ྜྷ組合）

山ྜྷ所༙者
ཤ益༁1.3万円
（ཱི木価格）

４万円/Ὑ

売上

現状の
補助金 1.5万円

༁１万円

～標準伐期50年の皆伐・再造ྜྷ施業～

費༽ 売上費༽

＋森ྜྷ
環境税

材価¼
⿵助㔠で㉥字⿵填㸦まだ
㊊りない状況㸧

現在
（木材価格のピーク時：スギ原木）

山ྜྷ所༙者
ཤ益少ない

（集༁化・大型＆高性能機械化等で
さらなる高ストに）

出材費
2.5万円以上
（森ྜྷ組合等）

再造ྜྷ費
0.7万円

（森ྜྷ組合）

時代Ệ合Ừễẟ林業手法ử継続

39

多間伐ἰἊἕἁί多間伐施業Ị経済的自立ầ可能ỆễỦὸ

␲本
数
␳

除
伐

間
伐

50年皆伐Ὁ
再造林施業

本
数

材
積
ὶ

収
入

作業道敷設ầ終ỪẾẺẆ
70年以降Ị完全自立経
営ỆẇẸủ以降ờ適正ễ
間伐Ể蓄積量Ị増ảẆ収
入増ỆếễầỦ

約ᾆ὿年

奈良吉野ỉ多間伐長伐期施
業ỉᾁ὿὿年ỉ森ỂỊ
約ᾀᾄ὿὿ᾼᾂ὾ha
100~120本὾ha
ᾀ本ᾉ数百万円ỉ場合ờ
300年ỉ天然林ỂỊ2000m3

収入Ệ
ễỤễ
ẟ時期

ᾄ὿年皆伐Ệ比Ổ
Ṟ面積当Ẻụỉ価値ử最大限Ệ上ậỦ
ṟ生産量3῍5倍ί長期100῍200年ὸ
Ṡ収入Ị100倍以上ίẈὸ
50年皆伐Ị実ỆờẾẺẟễẟ林業ể言ảỦ

ί300m3/haὸ ί1200~1500m3/haὸ

収入Ệễụ始Ờ 収入ầ安定Ẳ 収入ầ拡大ẴỦ

200年以上
ί年数ὸ

40



林業施業
Ṟ皆伐ί皆伐放棄及Ỏ再造林後15年以下ỉ山林ὸ

ṟ大量生産型ỉ大型機械用
幅広作業道

Ὁ搬出ᾀ回ẲẦ使Ừẵ
Ὁ起伏少ễẪẆ一定勾配

土砂災害ử誘発ẴỦ

人為的要因

41

Ṟ 皆伐

42

皆伐地に大㞵が㝆ると...

皆伐ẲẺ山Ị崩ủởẴẟί三重県ὸ

皆伐地ỉ
斜面崩壊

43

最㏆の土砂災害現場から㸦岩手県岩泉の㇦㞵災害2016年㸧

皆伐地に大㞵が㝆ると...

㸦出典㸸国土地理㝔㸧

皆伐地ồ入ẾẺ
作業道ỉ崩壊

44



最㏆の土砂災害現場から㸦岩手県岩泉の㇦㞵災害2016年㸧

皆伐地に大㞵が㝆ると...

㸦出典㸸国土地理㝔㸧 45

最㏆の土砂災害現場から㸦岩手県岩泉の㇦㞵災害2016年㸧

皆伐地と災害地点の㔜なり具合

㸦国土地理㝔の情報を元に作成㸧

ᾉ皆伐地

ᾉ災害箇所

46

ㄪ査した皆伐地全⟠所で崩壊が確ㄆされた

福岡県朝倉の㇦㞵災害2017年

斜᩿崩壊 作業道起因ỉ崩壊

皆伐地崩壊ỉẆ約2割ầ斜᩿崩壊ỂẆ 8割
ầ皆伐ẴỦẺỜỉ簡易ễ作業道起因ỉ崩壊 47

⬤弱な土㉁や地㉁地帯での
皆伐は、確実に土砂災害を招く㸟

脆弱ễ土質地域ỂỊẆ特Ệ
Ẑ作業道ᶣ皆伐ẑỊẆởẾềỊẟẬễẟ

ỉỂỊ

48



上流域Ể皆伐ầ多ẟể

49

下流河川ỉ河床ầ上昇
河床ầ上ầỦể堤防ầ低ẪễẾẺỉể同ẳỂẆ
洪水時Ệ越流ẲởẴẪễụ大災害Ệ直結ẴỦ

50

皆伐後5年経過ẲẺ現場Ẇ土砂流出ầ続Ẩ谷Ị埋ộẾềẟỦ

皆伐地Ị土砂流出ầ続Ẫ...

51

皆伐地ể通常山林ểỉ差

皆伐地Ị土砂流出ầ続Ẫ...

52



再造林Ẳềờ崩壊Ὁ土砂流出Ị起ẨỦ
再造林地ỉ崩壊ể土砂流出現場ᾉẐ植林Ẵủị土砂流出ỊễẟẑỊỸἏ

53

再造林Ẳềờ崩壊Ὁ土砂流出Ị起ẨỦ
再造林地ỉ崩壊ể土砂流出現場ᾉẐ植林Ẵủị土砂流出ỊễẟẑỊỸἏ

54

再造林Ẳềờ崩壊Ὁ土砂流出Ị起ẨỦ
再造林地ỉ崩壊ể土砂流出現場ᾉẐ植林Ẵủị土砂流出ỊễẟẑỊỸἏ

55

多数ỉ主伐Ὁ皆伐Ị
大量ỉ土砂流出ử招Ẫ

過去ỉ紀伊半島豪ᩋẆ᭸怒川決壊Ẇ
岩泉災害Ẇ西日本豪ᩋờẮỉ状況ầ発

生ẲềẟỦỉỂỊ

56



台᫘19号被災流域ί林道崩壊1万Ầ
所以上ὸ

57

台᫘19号被災流域ί久慈川流域ὸ

58

情報源：グーグルアース（2021年更新後）
崩壊地をすべてピックアップし
そのགྷ因別に色分けし、集計する

豪雨だけが主原因か、ྜྷ業施業が拡大གྷ因かを
明らかにする

丸森町・球磨川流域の
崩壊地調査

59

崩壊ỉ種᫏
皆伐地ỉ斜面崩壊ί白色ὸ皆伐放棄地Ị下線

皆伐Ὁ間伐ỉ作業道起因ỉ崩壊ίỼἾὅἊ色ὸ

林道Ὁ公道起因ỉ崩壊ί赤色ὸ

人工林ở広葉樹林ỉ自然崩壊ί水色ὸ

作業道Ὁ林道起因ỉ崩壊ỆỊ以下ỉợạễ原因ỉ種᫏ầẝỦί敷設ἱἋỆợỦ
場合ầ多ẟὸ
Ṟ法面(切土面ὸỉ崩壊ί切土ầ᭗ẴẩỦ場合ỉ多Ẫ発生ὸ
ṟ路肩崩壊ί作業道ỉ場合Ị盛土ỉ崩壊ὸ
Ṡ谷渡ụỂỉ崩壊ί谷ỉ水Ὁ土石流ử作業道上ồ乗ẾẺ場合ὸ
ṡ排水ỆợỦ崩壊ί排水ỉ仕方ἱἋᾉ集Ờ過ẩểẆ排水場所ỉἱἋὸ
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宮城県丸森町
ί廻倉地区ὸ

61

廻倉地区ί被災地周辺ὸ

62

廻倉地区ί崩壊ầ確認ẰủẺ場所ὸ

63

廻倉地区ί崩壊ầ確認ẰủẺ場所ὸ
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廻倉地区ỉ皆伐地
ί崩壊確認ỺἼỴể一致ὸ

皆伐地以外ί放置林ở未整備林ὸỂ
Ị崩壊ỊỖểỮỄ発生Ẳềẟễẟ

65

廻倉地区ỉ皆伐地ỉ内訳

人工林皆
伐Ὁ再造林
地

広葉樹皆伐
地ᾉ皆伐後
約8年

再造林後
15年

再造林後
10年以内

66

ẮẮộỂỂỪẦỦẮể

崩壊個所Ị皆伐地Ệ集中ẲềẟỦ

Ἃἀỉ人工林Ẇ広葉樹林Ẇ関係ễẪ崩壊Ẳề
ẟỦ

崩壊地ỊẆ皆伐及Ỏ再造林後ᾀᾄ年以下Ể
ẝỦ

未整備林及Ỏ放置林ỉ20年以上ỉ樹木Ể
覆ỪủềẟỦ森ỊẆ崩壊ầỖểỮỄ発生Ẳề
ễẟẇ土砂流出ỊỖểỮỄ起Ẩềẟễẟẇ

67

個別崩壊現場ỉ洗ẟ出Ẳ

Ṟ

ṟ
Ṡ

ṡ

Ṣ
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個別崩壊現場ỉ洗ẟ出Ẳ

Ṫṫ

Ṭ

ṭ

Ṯ

ṯ

Ṱṱ

69

個別崩壊現場ỉ洗ẟ出Ẳ

㛬㛭

㛮

㛯㛰

㛱

70

個別崩壊現場ỉ洗ẟ出Ẳ

㛽

㛲

㛳㛴

㛵
㛶

㛷

㛸

㛹
㛺

㛻
㛼

㛾

㛿

㜀

㜁

㜂
㜃

㜄

㜅

㛽

71

崩壊ỉ種᫏別集計ί丸森町廻倉ὸ

林業
施業
起因
ỉ
崩壊

皆伐地ỉ斜面崩壊ί人工林Ị
ẴỔề再造林地ὸ

ᾂᾄ 65% ᾈᾇή

皆伐Ὁ間伐ỉ作業道起因ỉ
崩壊

ᾀᾅ 30%

林道Ὁ公道起因ỉ崩壊 ᾁ 4%

上記以
外起因
ỉ崩壊

人工林Ὁ広葉樹林ỉ自然崩壊
ί一般的ễ未整備林ở放置林ὸ

ᾀ 2%

ί合計ὸ ᾄᾃ
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熊本県球磨川流域
ί球磨村ὸ

73

個別崩壊現場ỉ洗ẟ出Ẳ

㛽

51
52

53

54

181

56
58

5960

61

62
63

64

55
57

74

個別崩壊現場ỉ洗ẟ出Ẳί1Ὀ所ỉ皆伐Ể19Ầ所
ỉ崩壊ầ発生ὸ

㛽

126

127

128129
130

131132

133

134

135

136

137
138

139
140

141

142 143

144
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崩壊ỉ種᫏別集計ί球磨村ὸ

林業
施業
起因
ỉ
崩壊

皆伐地ỉ斜面崩壊
ίὸ内Ị再造林放棄地

ᾇᾁ
ίᾀᾃὸ

ᾃᾄή ᾈᾃή

皆伐Ὁ間伐ỉ作業道起因ỉ
崩壊

ᾇ὿ ᾃᾃή

林道Ὁ公道起因ỉ崩壊 ᾀ὿ ᾄή

上記以
外起因
ỉ崩壊

人工林Ὁ広葉樹林ỉ自然崩壊
ί一般的ễ未整備林ở放置林ὸ

ᾀᾀ ᾅή

ί合計ὸ ᾀᾇᾂ

76



崩壊ỉ種᫏別集計ί八代市一部ὸ

林業
施業
起因
ỉ
崩壊

皆伐地ỉ斜面崩壊 ᾀᾂ ᾁᾄή ᾈᾅή

皆伐Ὁ間伐ỉ作業道起因ỉ
崩壊

ᾁᾇ ᾄᾂή

林道Ὁ公道起因ỉ崩壊 ᾀ὿ ᾀᾈή

上記以
外起因
ỉ崩壊

人工林Ὁ広葉樹林ỉ自然崩壊
ί一般的ễ未整備林ở放置林ὸ

ᾁ ᾃή

ί合計ὸ ᾄᾂ

77

土砂流出ỉ
一般常識ầ間違ẾềẟỦᾎ

以下ầ一般常識ể思ỪủềẟỦ事項

Ṟ放置林Ὁ未整備林ầ

崩壊ở土砂流出ỉ原因ỆễỦ

ṟ皆伐ờ再造林ί再植林ὸẴủị大丈夫

Ṡ土砂災害警戒区域ỂễẟỉỂ大丈夫

78

実際Ịὲ῍土砂災害現場ỉ現実῍

Ṟ放置林Ὁ未整備林ầợẟỪẬỂễẟầ

崩壊Ị圧倒的ỆẐ皆伐ẑẐ幅広作業道ẑỂ起ẨềẟỦὲ

ṟ皆伐放置林ỂỊ当然Ẇ多数崩壊ầ起ẨềẟỦầ

再造林地Ểờ多数崩壊ầ起ẨềẟỦὲ

再植林後ᾀᾄ῍ᾁ὿年ộỂỊ崩壊ἼἋἁầ᭗ẟ

Ṡ土砂災害警戒区域外ỂẆ上記ỉ原因Ể多数ỉ

崩壊ở土石流ầ発生ẲẆ住民ỉ避難ầ伴ỪẵẆ

被害ầ拡大ẲềẟỦὲ

ṿếộụẆ傾斜ở土質ợụẆ皆伐Ὁ幅広作業道敷設ầ

崩壊ở土石流ử発生ẰẶỦ危険度ầ᭗ẟὲểẟảỦẇ
79

Ṟ20年以上ỉ成木ầ維持ẰủỦ林業ί多間伐施業ὸ
ṟ使ẟ続ẬỤủỦẐ壊ủễẟ作業道ẑầ敷設ẰủỦ林業

Ắỉ2ếử担保ẴỦ林業展開ầỽἀὲ

Ắỉ2ếử担保ẴỦ林業ẮẸẐ自伐型林業ẑ
自伐型林業実践者ử増ởẶịẆ土砂災害防止強化Ệ

直結
ί᭗知県佐川町Ὁᯓ取県智頭町Ὁ島根県津和野町等Ị

30人以上ỉ自伐型林業者ử創出ὲὸ

土砂災害ử防止ẴỦỆỊ
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ṟ大量生産型ỉ大型機
械用幅広作業道

81

大量生産型ỉ大型機械用
幅広作業道起因ỉ森林劣化Ὁ
土砂災害ㄏ発事例とゎㄝ

㸯㸧法㠃崩壊㸦切土㸧

㸰㸧路肩(盛土ὸ崩壊

㸱㸧㇂を渡る作業㐨の崩壊

㸲㸧排水による崩壊

㸳㸧㢼倒木⿕害

82

㸯㸧法㠃崩壊㸦切土㸧

㸰㸧路肩ί盛土ὸ崩壊

㸱㸧㇂を渡る作業㐨の崩壊

㸲㸧排水による崩壊

㸳㸧㢼倒木⿕害

83

一⯡的な作業㐨敷タの㝿の切土と盛土

盛土 地山

切土

車道

84



㐨幅が広いため切土が㧗くなり、崩壊が㢖⦾に㉳こる。

1ὸ法㠃崩壊㸦切土㸧

㏻⾜ができなくなる 85

切土㠃崩壊が大きいとẆ車道まで無くなる事例もある

1ὸ法㠃崩壊㸦切土㸧

ί三重県大台町 ὾撮影日 2019年10月ὸ
86

㸯㸧法㠃崩壊㸦切土㸧

㸰㸧盛土崩壊

㸱㸧㇂を渡る作業㐨の崩壊

㸲㸧排水による崩壊

㸳㸧㢼倒木⿕害

87

㐨幅を広くすると切土㔞が多くなるため、比例して㊰⫪へ

の盛土㔞が多くなり崩壊しやすくなる。

2)㊰⫪崩壊㸦盛土㸧

㞵が㝆ると盛土が㔜くなり亀⿣が入る。そこに㊰㠃から
流れてきた水が入り㎸み、崩壊を招く。

88



㐨幅を広くすると切土㔞が多くなるため、比例して㊰⫪へ

の盛土㔞が多くなり崩壊しやすくなる。

2)㊰⫪崩壊㸦盛土㸧

実㝿に崩壊したところ。その㝿に盛った土だけではなく
、地山も引きづられて崩壊している㸦右㸧。

89

㐨幅を広くすると切土㔞が多くなるため、比例して㊰⫪へ

の盛土㔞が多くなり崩壊しやすくなる。

2)㊰⫪崩壊㸦盛土㸧

90

地山盛土

ᩋ

亀裂

作業道上ỉ水

㊰⫪崩壊㸦盛土㸧のゎㄝ

91

地山

盛土

ᩋ

地山ỉ一部

㊰⫪崩壊㸦盛土㸧のゎㄝ

路肩崩壊

92



㸯㸧法㠃崩壊㸦切土㸧

㸰㸧盛土崩壊

㸱㸧㇂を渡る作業㐨の崩壊

㸲㸧排水による崩壊

㸳㸧㢼倒木⿕害

93

谷

道

ί福岡県朝倉市 @2018 google ὾撮影日
2013年4月ὸ

3)㇂を渡る作業㐨の崩壊
一⯡的な作業㐨や林㐨が㇂を渡る㝿の工法

谷ỉ水ử下Ệ流ẴẺỜỆ道ỉ下
ỆἤἷὊἲ菅ử埋設ẴỦ

94

道

3)㇂を渡る作業㐨の崩壊
九州北㒊㇦㞵の災害現場㸦福岡県朝倉市㸧

ί福岡県朝倉市 ὾撮影日 2018
年5月ὸ
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3)㇂を渡る作業㐨の崩壊
土石流拡大ί増幅ὸのἳỽἝἌἲ

Ṟ土石流

Ṡ土石流ầ道
上ử流ủỦ

ṡ道Ệ乗ẾẺ土石流
ầ谷Ệ落ẼẆ路肩ở
道全体ử崩壊ẰẶỦ

ṟἤἷὊἲ管ầ
詰ộỦ

Ṣ谷渡ụỉ道ỉ崩壊ầ
土石流ử拡大ί増幅ὸ

ί福岡県朝倉市 ὾撮影日 2018
年5月ὸ
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林道ỉ崩壊Ệờ直結

3)㇂を渡る作業㐨の崩壊

97

3)敷設後使ỪẵỆ崩壊ẲẺ作業道

98

㸯㸧法㠃崩壊㸦切土㸧

㸰㸧盛土崩壊

㸱㸧㇂を渡る作業㐨の崩壊

㸲㸧排水による崩壊

㸳㸧㢼倒木⿕害

99

作業㐨上を流れる水を、地盤の弱い所や㇂㒊に㞟中
的に排水すると、㊰⫪と山⭡の崩壊が㉳きやすい

4)排水による㊰⫪と山⭡の崩壊

手前の横断排
水溝に大㔞の
水が㞟まり、
㊰⫪崩壊から
山⭡崩壊に拡
大した⟠所

横断排水ỉἦἕἓ
ầ長ẴẩỦỉỂỊ

Ắạẟạ個所ầ
何Ầ所ờ確認Ằ
ủẺ

ί福岡県朝倉市 ὾撮影日 2018
年5月ὸ
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作業㐨上を流れる水を、地盤の弱い所や㇂㒊に㞟中
的に排水すると、㊰⫪と山⭡の崩壊が㉳きやすい

4)排水による㊰⫪と山⭡の崩壊

反対側ẦỤ
見Ẻ
崩壊現場

ί福岡県朝倉市 ὾撮影日 2018
年5月ὸ

101

作業㐨上を流れる水を、地盤の弱い所や㇂㒊に㞟中
的に排水すると、㊰⫪と山⭡の崩壊が㉳きやすい

4)排水による㊰⫪と山⭡の崩壊

㇂に林㐨の排
水を含めて、
大㔞の水が㞟
まった。

谷Ệ排水ẲẺ

林道ỉ排水溝 Ắỉ林ỉ向Ắạ側
ỉ谷ỉ延長線上Ể
大Ẩễ山腹崩壊ầ
発生ẲẆᨼ落Ệ大
Ẩễ被害ửờẺỤ

ẲẺ

ί福岡県朝倉市 ὾撮影日 2018
年5月ὸ

102

㸯㸧法㠃崩壊㸦切土㸧

㸰㸧盛土崩壊

㸱㸧㇂を渡る作業㐨の崩壊

㸲㸧排水による崩壊

㸳㸧㢼倒木⿕害

103

皆伐の㞄地や、伐㛤幅の広い作業㐨と列状㛫伐は、㢼を林内に入れ㎸み、
㢼倒木や立木の㉁の劣化をもたらし、森林⤒営の持⥆性を喪失させる㸦森
林整備が森林劣化・持⥆性を喪失㸧

㸳)㢼倒木等による森林劣化

間伐ẲẺ個所ầ倒ủềẆ
未整備ỉ個所Ị倒ủềẟễẟ
間伐ầ᫘ử呼Ỏ込ỮỂẟỦ
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㸳)㢼倒木等による森林劣化

伐開幅ỉ広ẟ作
業道ẦỤ林内Ệ
᫘ầ侵入

強᫘ầ吹Ẩ下Ẵ

作業道ẦỤ下ỉ
立木ầễẩ倒Ằ
ủẺ現場

105

未整備林より悪い、森林整備の事例

㸳)㢼倒木等による森林劣化

未整備林Ị

᫘倒木被害ử受
Ậềẟễẟ

作業道ử入ủề

列状間伐整備Ẳ
Ẻ山林

森林整備と思っ
て実施したが、
実㝿には森林破
壊となった

106

㸳)㢼倒木等による森林劣化

列状間伐ỉ列Ệ
᫘ầ入Ếề倒ủẺ

107

㸳)㢼倒木等による森林劣化

過間伐ầ原因
40年生Ể300῍500

本὾ha

108



⮬伐型施業による
土砂災害㜵止・減災の実例

㸯㸧法㠃崩壊と盛土崩壊が㉳こりにくい理由

㸰㸧㇂渡り㸦洗㉺し㸧工法が土石流を止める

㸱㸧㧗密度㊰⥙が崩壊を止めẆ水源涵᫱Ệ

㸲㸧排水は短㊥㞳・分散で水を㞟中させない

㸳㸧木⤌みがアンカーの役割を

㸴㸧伐㛤幅が小さい作業㐨と㸰割以下の㐺正な㛫伐が㢼倒
木等の⿕害を㜵ぐ

109

㸯)法㠃・㊰⫪崩壊が㉳こりにくい理由

切ụầ低ẟ
(法᭗約1.5m以下)

幅ầ狭ẟ
(2.5m以下)

2ἚὅἚἻἕἁể3Ἒὅ林内作業
車Ể搬出ẲềẟỦ現場

110

㸯)法㠃・㊰⫪崩壊が㉳こりにくい理由

土留Ờỉ木組Ớ

111

㸯)法㠃・㊰⫪崩壊が㉳こりにくい理由

木組ỚộỂ
ᨀụềẨề
締Ờ固Ờ中

完成時ỉ路᩿᭗

112



㸯)法㠃・㊰⫪崩壊が㉳こりにくい理由

法᩿ỉ締固Ờ

113

㸯)法㠃・㊰⫪崩壊が㉳こりにくい理由

Ắỉ工法Ể敷設Ẵủ
ị崩壊ỊỖểỮỄ起

Ẩễẟ

114

2)㇂渡り㸦洗㉺し㸧工法が土石流を止める
作業㐨が㇂を渡る㝿は、㇂を中心に勾㓄を下げる。

洗㉺しが堰堤の役割を果たし、土石流を止めẆ水ỉ勢ẟử止ỜỦ

115

2)㇂渡り㸦洗㉺し㸧工法が土石流を止める
作業㐨が㇂を渡る㝿は、㇂を中心に勾㓄を下げる。
洗㉺しが堰堤の役割を果たし、土石流を止めẆ水ỉ勢ẟử止ỜỦ
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2)㇂渡り㸦洗㉺し㸧工法が土石流を止める
作業㐨が㇂を渡る㝿は、㇂を中心に勾㓄を下げる。
洗㉺しが堰堤の役割を果たし、土石流を止めẆ水ỉ勢ẟử止ỜỦ

上流ỉ発生段᨞ỉ
小Ằễ土石流ử止ỜỦ

土石

土石

土石
土石 土石

土石 土石

落差Ể水ỉ勢ẟử止
ỜỦ

117

2)㇂渡り㸦洗㉺し㸧工法が土石流を止める

一ếỉ谷Ệ洗越Ẳί洗堰ὸầ
7基設置ẰủềẟỦẇ

㐃⥆した砂㜵堰堤と同じ役割を果たしている

118

一⯡的な砂㜵堰堤㸦砂㜵堰堤㸧
⮬伐型林業による洗堰が、砂㜵堰堤と同じ効果を発揮している

2)㇂渡り㸦洗㉺し㸧工法が土石流を止める

ί甚之助谷砂防堰堤群出典ᾉ国土交通省ὸ

土石ử溜Ờ

水勢ử止Ờ

119

2)谷渡ụί洗越Ẳὸ工法ầ土石流ử止ỜỦ
一ếỉ写真Ệ3Ὀ所ờ

石組Ớ
ỉ洗ẟ
越Ẳ

120



2)谷渡ụί洗越Ẳὸ工法ầ土石流ử止ỜỦ
木⤌みの洗ẟ越Ẳί洗堰ὸ

121

2)谷渡ụί洗越Ẳὸ工法ầ土石流ử止ỜỦ
木⤌みの洗ẟ越Ẳί洗堰ὸ

122

2)谷渡ụί洗越Ẳὸ工法ầ土石流ử止ỜỦ
洗い㉺しの全体像

123

2)谷渡ụί洗越Ẳὸ工法ầ土石流ử止ỜỦ
㇂をⴠちてきた土石が洗い㉺しで止まっている

124



3)㧗密度㊰⥙が崩壊を止めẆ水源涵᫱Ệ
幹⥺作業㐨から山⭡に敷タされる枝㐨が「山⭡工」と同じ治山
の役割をしているẇ水ỉ流ủử止ỜẆ蓄ảỦ効果ờ発揮ẇ

上ẦỤ見Ủể道ị
ẦụẆ᨞段ỉợạ

Ệ見ảỦ
125

3)㧗密度㊰⥙が崩壊を止めẆ水源涵᫱Ệ
幹⥺作業㐨から山⭡に敷タされる枝㐨が「山⭡工」と同じ治山
の役割をしているẇ水ử止ỜẆ蓄ảỦ効果ờ発揮ẇ

126

3)㧗密度㊰⥙が崩壊を止める

山⭡工とは㸽ᾉ土砂ử止ỜẆ緑化ử促ẲẆ崩壊ử止ỜỦ

山腹工ỉ実例ᾉ瀬田川砂防田上山
ỉ山腹工 出典ᾉ国土交通省

᭗密度路網

土砂流出ử防ẫẺỜỆẆ᨞段状Ệ敷
設ẴỦ

127

3)㧗密度㊰⥙が崩壊を止めẆ水源涵᫱Ệ

ỚẦỮ畑ỉ石組Ớỉ段ẉ畑ể同ẳ効果ί崩壊防止Ὁ水源涵᫱ὸỆ

᭗密度路網

128



4)排水は短㊥㞳・分散で水を㞟中させない
作業㐨上の排水は⣙20mピッチが基本

約20m

129

4㸧排水は短㊥㞳・分散で水を㞟中させない
ヘアピンでの排水処理㸦㏫カント㸧。排水は尾根等の凸㒊に、
㇂㒊や凹㒊には排水しない

130

4㸧排水は短㊥㞳・分散で水を㞟中させない
作業㐨からⴠとす㝿に洗堀㜵止と、水の分散のために流末処理
を確実に敷タする

木組ỚỂ
洗堀防止

石組ỚỂ
水ử分散

131

5㸧木⤌みがアンカーの役割を
木⤌みは地山に刺さってないと意味がない

132



作業㐨から空をぢると、これだけの㐪いが
㸦大つ模施業と比㍑㸧

⮬伐型林業⪅ 大つ模施業⪅
᫘Ὁ雨Ὁ光ử全Ẫ考慮Ẳềẟễẟ
林地ờ減Ủ

VS

㸴㸧伐㛤幅の狭ẪẆ樹木ầ覆ẾẺ作業㐨と、㸰割以
下の㐺正な㛫伐がẆ林内ỉ㢼Ὁ雨Ὁ光ử適正Ệ保ế

133

㸴㸧伐㛤幅の狭ẪẆ樹木ầ覆ẾẺ作業㐨と、㸰割以
下の㐺正な㛫伐がẆ林内ỉ㢼Ὁ雨Ὁ光ử適正Ệ保ế

● ᫘ử防ẫᾉ᫘ử林内Ệ入ụỆẪẪẴỦẺỜẆ᫘倒木Ὁ繊

維断裂ử防ẫ

● 雨ử防ẫᾉ樹木ầ作業道ở林内ử覆ạểẆ降雨ỉ約3
割ửỽἕἚẴỦί遮断蒸発ὸẆộẺ降ẾẺ雨ỉỖểỮỄ

Ị樹幹ử流ủẆ地表Ệ到達ẴỦẇ雨ầ土壌ử直接叩

ẦễẟẺỜẆ表土侵᫢ở流出ầ起ẮụỆẪẟ

● 光ử防ẫᾉ光ầ入ụ過ẩễẟẺỜẆ土壌乾燥ở林内

環境ầ激変Ẳễẟẇ土壌乾燥Ị木ỉ成長不良Ệ

134

自伐型林業者ỉ森ử空からぢると、
作業㐨がほとんどぢえない㸻㢼が入らないὉ林地ầ減Ụễẟ
奈良県

㸴㸧伐㛤幅の狭ẪẆ樹木ầ覆ẾẺ作業㐨と、㸰割以
下の㐺正な㛫伐がẆ林内ỉ㢼Ὁ雨Ὁ光ử適正Ệ保ế

135

大つ模施業地を空からぢると
作業㐨と列状㛫伐が、くっきりと㸻㢼が入るὉ林地ầ減Ủ

岡山
県

㸴㸧伐㛤幅の狭ẪẆ樹木ầ覆ẾẺ作業㐨と、㸰割以
下の㐺正な㛫伐がẆ林内ỉ㢼Ὁ雨Ὁ光ử適正Ệ保ế

136



自伐型林業者ỉ「壊ủễẟ道ỀẪ
ụỊ」 砂防道ểẟảỦ

137

自伐型林業ἴἙἽ林ί徳島県橋本山林ὸ

138

生態系等ỉ専門学者ỉ調査結果
ί徳島大学環境系学者ἂἽὊἩὸ

橋本氏ầ経営ẴỦ林地ỂỊẆ92科ᾁᾄᾃ種ỉ植物ί常緑᭗木35種Ẇ常緑低木16種Ẇ
落葉᭗木43種Ẇ落葉低木33種Ẇ草本56種Ẇ἖Ἵ植物29種ẆἉἒ42種ὸầ生育Ẳềẟ
Ẻίᾀ὿ᾁỽ所ỉ調査区内Ểỉ結果ὸẇ
ẸỉạẼẆ10種Ị徳島県版ἾἕἛἼἋἚỆ掲載ẰủềẟỦ種ẻί絶滅危惧IA᫏ᾁ種Ẇ同

IB᫏ᾂ種Ẇ同Ⅱ᫏ᾂ種Ẇ準絶滅危惧ᾁ種ὸẇ
ẸẲềẆ地形Ệ対応Ẳề出現ẴỦ種群ẦỤễỦ11ỉ植生型ầ識別ẰủẺẇ例ảịẆ
尾根ỂỊẆ植ảỤủẺἤἠỿỉ林床Ệἴἓ἖἖Ἂầ保持ẰủẆộẺẆ天然性ỉἴἱầ残
Ủẇ斜面ỉἋἀ林冠下ỆỊẆἅἊỶὼỴἍἥ型植生ẆἃἶỿὼỶἿἡἴἱἊ型植生ầ
出現ẴỦẇ木材生産ỉẺỜỉ森林ỉ中ỆẆ自然度ỉ᭗ẟ植生ầ保持ẰủềẟỦỉẻẇ

Ắỉ豊Ầễ人工林Ị森ỀẪụỉ学Ỏỉ場ểễẾềẟềẆ多Ẫỉ林業関係者ở研究者
ầ橋本氏ỉ林地ử訪ủỦẇẸẲềẆ僕ẺẼầ経᬴ẲẺỉể同ẳợạỆẆ訪ủẺ人ẉỊẸ
ỉ森ỉ豊ẦẰỆᭃẨẆ癒ởẰủề帰Ủẇ

優ủẺ林相改善ỉ事例ểẲề私ẺẼầ調査ẲềẟỦỉầẆ徳島県那賀町ỉ橋本林
業地ẻί鎌田 2018ὸẇ橋本氏Ị材生産ử行ạẺỜỆẆ森林ỉ質ử向上ẰẶỦ努力ửẲ
ềẮỤủẺẇ現在Ẇ林内ỆỊ低木ở草本ầ茂ụẆ92 科252 種ί10 種Ị絶滅危惧ὸỉ植
物ầ生育ẲẆẸủỤỊ洪水抑制Ệờ役立ếẇ施業技術ử学ỎỆ多Ẫỉ人ầ訪ủẆ地域
間交流ỉ場ểờễẾềẟỦẇ当地ỂẆ地域活性化ể流域ỉ治水向上ểử同時Ệ達成Ẵ
Ủ森ỀẪụỉỴỶἙỴầ得ỤủỦể思ẾềẟỦẇ 139


